
 安心安全な環境を✰ジアムーバー酸化水で!!
調理器具 生ごみの臭い 食器・哺乳瓶

【100ppm】 【100～200ppm】 【50～100ppm】

テーブルの除菌 床・絨毯の除菌 オムツ・ごみの臭い

【100ppm】 【100ppm】 【100ppm】

トイレの除菌・消臭 洗濯機の臭い おもちゃの除菌

【100～200ppm】 【50ppm】 【50～100ppm】

加湿除菌・消臭 車の除菌・消臭 ペットのトイレに

【推奨：50ppm】 【100ppm】 【100～200ppm】

★ジアムーバー酸化水は、強い除菌力と高い消臭効果を持ち合わせ即効性があり

　アルコールでは除菌できない菌にも幅広く対応できます。

　素早く反応し残留しないため、漂白の恐れも少なくさまざまな用途にお使いいただけます。

★成分の99％以上が水で、人の肌と同じ弱酸性に調整しているため安心・安全にご使用いただけます。

♦風邪・インフルエンザの対策には加湿が必須です

　感染源となるドアノブ・スイッチ等の除菌も是非お心がけください

エコムーバー株式会社



スプレーボトルに入れてご利用される場合は、100ppmでのご利用をお勧めいたします。

■お勧め使用方法■

靴など、充分に乾燥させる時間がある場合には、靴の中が濡れるくらい多めにスプレーしてから乾燥させてください。

製造 販売 エコムーバー株式会社

〒169-0074 東京都新宿区北新宿3-9-10 ルナクレスト1-1F TEL03-6425-7231

まな板・布巾・スポンジ等は、綺麗に汚れを洗い流した後、浸け置き洗いでの除菌が
効果的です。浸け置き時間の目安は、3分です。

靴の臭いにシュッ

キッチン周りの清掃

及び拭き掃除

浸け置き：50～

100ppm

スプレー：100ppm

（消臭・除菌効果が高まります。）

お部屋（その他）

スプレー：100ppm

浸す：50ppm

洗濯物の臭いに

浸け置き：50ppm前後

洗濯機：5ppm前後

トイレの清掃

100ppm
便器や床にスプレーを噴霧し、拭き掃除を行います。

（ジアムーバー酸化水に浸けて絞った布巾での拭き掃除も効果的です）

※スプレーご使用の場合は、まな板・布巾・スポンジ等から液がしたたるくらい充分に
スプレーしてください。
●拭き掃除●

●浸け置き●

ゴミの嫌な臭いにシュッ

キッチン回り・テーブル等の清掃時にスプレーし、清潔な布巾で拭き取ってください。
（20cm四方で2～3回スプレーしてください。）

消

臭

使用例使用場所

原液(200ppm)のままスプレーボトルに詰替えて使って頂いても構いません       ジアムーバー１：３水（４倍希釈例）

ペットエチケット

50～100ppm
その他

50～100ppm

万が一のウイルス飛散を防止し、適切な処理を行ってください。
周囲の清掃も200ppmで行ってください。
ウイルス飛散を防ぐ為に必ず新聞紙等を被せてからご使用ください。

洗濯機に直接入れる場合は、30Lに対して原液（200ppm）を500ml程入れてください。

寝具や枕の気になる臭いにシュッ

■ジアムーバー酸化水の効果的な使用方法■

使用感に応じて濃度を調整してご利用ください。

原液を水道水で2倍に希釈すると 100ppm、 4倍に希釈すると 50ppm

除

菌

冷蔵庫の中にシュッとスプレーして拭き掃除

■使用濃度について■

嘔吐物対策

200ppm

適所にスプレーして拭きとってください。

タバコの灰皿に入れる水の代わりとしてジアムーバー酸化水を

空間

スプレー：100ppm

超音波加湿器

：50ppm以下
ペットのトイレにシュッ,ペットのお家にシュッ

臭いの気になる場所にスプレー、または、超音波加湿器などにジアムーバー酸化水を

（ジアムーバー酸化水に浸けて絞った布巾での拭き掃除も効果的です）
洗濯物の浸け置き洗い、または、衣類に直接スプレーしてください。

嘔吐物に新聞紙等を被せて、原液（200ppm）を新聞紙にじゃぶじゃぶとかけて

*包丁などの金属類を除菌洗浄した場合は、水で軽くすすいでから保管をお願い致します。

■ご注意■

入れる事で消臭効果を得られます。

●噴霧口から直接の吸引は禁止です●目やのどに違和感を感じた場合は止めて下さい

【緊急時,冬期】 ウイルス等が心配される環境下では200ppm（推奨）にてドアノブ等の接触場所、

トイレ清掃など高濃度にてご利用下さい

●次亜塩素酸対応装置をお使い下さい

（冷蔵庫での保管が有効的です。）

■保管方法■

栓をしっかりし、冷暗所（階段下、洗面台した等）での保管をお勧め致します。

臭いが強い場合には量や濃度を調節する事をお勧めします。
（浸け置き時間が⾧時間になりますと脱色の原因になりますのでご注意ください。）

入れて噴霧する事で、消臭を行うことができます。
●加湿目安：乾燥季節は室温22度以上 湿度50％以上をお勧めします

（サビなどの原因になります。）

動物病院では、耳掃除、お尻のケアにも使われています。

*漂白効果は、ゼロではない為、素材などにより脱色が起きることもあります。


